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施策１ 交流・ネットワークの強化 

現状と課題 

近年，地域のつながりや世代間の交流が少なくなり，子どもは，地域社会との接触の機会も少

なくなってきています。その結果，子どもが社会の一員としての自覚と責任感を持ち，自立に向

けての一歩を踏み出すことが難しくなっています。そこで，子どもが自尊心や社会性を身につけ

るため，子ども同士や異世代との交流の場の提供が求められています。 

施策の方向性 

子育て家庭に対し，きめ細かな子育て支援サービス・保育サービスを効果的・効率的に提供す

るとともに，サービスの質の向上を図る観点から，地域で活動する団体・サークル間の情報交換

や子育て支援機関との連携による子育てネットワークの拡充を進めます。また，市民の子育てサ

ークル等への参加を促し，地域の子育て活動の場の確保や活動の支援に努めます。さらに，子育

てボランティアの育成やその活動を支援するなど，地域における子育て活動の充実を図ります。 

№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

１７ 
保育所開放 

＜継続＞ 

地域と連携し，安全で安心で

きる開放のあり方を模索し，

保育所の開放を推進してい

きます。 

「園庭解放」「あそびの広場」

などの交流事業により，地域

の理解を深め，地域全体で子

育てを支える体制の強化を

図ります。 

こども課 

１８ 

開かれた学校づく

り 

＜継続＞ 

学校が学校運営の状況等に

ついて積極的に情報発信す

ることにより，保護者・地域

住民等に信頼される，開かれ

た学校づくりを推進します。 

ホームページ等による積極

的な情報発信に取り組んで

いきます。また，学校関係者

評価等の実践事例を通して，

学校評価の充実に取り組ん

でいきます。

教育指導課 

基本施策１ 交流・ネットワークの強化 

基本目標２ 地域で子育てを支えるまちづくり 

施策の具体的な取り組み 
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№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

１９ 

子ども会活動の支

援 

＜継続＞ 

各地域で結成されている子

ども会が，子どもたちを中心

として自主的に活動し，仲間

づくりや異年齢交流の場と

なるよう支援していきます。

また，市内の子どもたちが一

堂に会して交流できるよう

な機会の創出に努めていき

ます。 

社会で求められる仲間との

コミュニケーション能力や

自立心，主体性，協調性，チ

ャレンジ精神，責任感，創造

力，異なる他者と協働する能

力等を育むため，様々な体験

活動や異年齢交流を行い，地

域コミュニティー構築の確

立へ向けた継続的な活動を

支援していきます。

生涯学習課 

社会福祉協議会 

２０ 

子育てボランティ

アへの参加促進と

活動支援

＜継続＞

子育て経験者と子育て中の

方が協働でボランティア活

動に参画することで，ボラン

ティアならではの柔軟な子

育て支援活動の促進を図り

ます。

市と社会福祉協議会が共催

して，子育てボランティア講

座を開講し，双方の強みを生

かしながら，ボランティアの

育成と活動を推進していき

ます。また，ボランティアな

らではの視点や意見を重視

し，地域と一体となった活動

を展開していきます。 

こども課 

生涯学習課 

社会福祉協議会 

２１ 

高齢者とのふれあ

い事業 

＜継続＞ 

地域または福祉施設等での

定期的な高齢者との交流機

会の創出や高年クラブとの

交流など，様々な機会を活用

して高齢者とのふれあいを

推進していきます。 

先進地の取り組みや，市内の

各施設による取り組み方法

等を共有することで，施設に

あった事業を模索・実施して

もらい，交流の機会の充実を

図ります。 

こども課 

介護福祉課 
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施策２ 地域・家庭の教育力の向上 

現状と課題 

子どもが，基本的な生活習慣や倫理観・自制心・自立心等の人格の基礎を形成する上で，もっ

とも基本となるのが家庭における教育です。ところが，少子化・核家族化の進行に伴い，家庭の

教育力が低下し，また，都市化により地域のつながりが希薄になるにつれて，地域で家庭教育に

ついて相談できる相手も少なくなってきており，地域や学校等の豊かなつながりのなかでの家庭

教育の充実が一層求められます。 

施策の方向性 

子どもたちが心身ともに元気に成長できるよう，幼児期・学童期のそれぞれの時期に応じて，

保健，医療，福祉，教育などの各分野が連携した総合的な学習体制を整備することにより，子ど

もの育成を図るとともに各家庭の子育て力の向上を図ります。 

№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

２２ 
子育て講座 

＜継続＞ 

幼児を持つ父母を対象に，心

豊かに子育てができるよう，

幼児教育に精通している講

師を招き子育てに関する講

座「みらい親楽講座」を開催

していきます。 

今後もニーズに合わせて，内

容を検討しながら，継続して

いきます。 

生涯学習課 

２３ 

教育相談・適応支

援相談・家庭相談

（不登校・非行・い

じめ等への対応） 

＜継続＞ 

不登校や非行，いじめなどの

未然防止及び解消のために，

児童生徒，またはその保護者

を対象に行う指導，並びに相

談活動を充実させるととも

に，地域での見守り活動の推

進に努めていきます。 

不登校児童生徒の学校復帰

に向けた支援及び教育相談

の充実を図ります。また，研

修会を通じて，市内教職員の

資質の向上に努めていきま

す。 

さらに，学校，こども家庭支

援室及び児童相談所は，連携

を密にして，訪問や相談等の

支援活動を実施していきま

す。 

こども課 

教育指導課 

２４ 
親子講座 

＜継続＞ 

親子で共に参加し，共に学び

ながら子どもたちの健やか

な成長と，子どもたちの自主

性と協調性の養成に向けた

「わくわくチャレンジ講座」

などを開催していきます。 

小中学生を対象とした，年齢

の異なる集団による体験活

動を中心に，子どもたちのニ

ーズに合わせながら，今後も

内容を検討しつつ継続して

いきます。 

生涯学習課 

基本施策２ 地域・家庭の教育力の向上 

施策の具体的な取り組み 
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№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

２５ 

小中一貫教育の実

施 

＜継続＞ 

各中学校区の実態に応じて

目指す児童生徒像に向け，小

学校と中学校の学習・生活の

連続性を図り，ＰＴＡをはじ

め，学校・家庭・地域が一体

となった教育環境づくりを

進めていきます。 

これまでの取り組みの中で

各中学校区の特徴や実態を

生かした「施設分離・連携型

小中一環教育」を推進してき

たが，今後は更に保幼小連携

による就学前教育を推進し

ていきます。 

また，小学生の中学校体験な

ど，横のつながりを意識した

活動にも力を入れていきま

す。 

教育指導課 

２６ 
確かな学力の向上 

＜継続＞ 

基礎，基本を確実に身に付

け，自ら学び，自ら考える力

を育むために，主体的な学習

態度と学び方を身に付けた

児童生徒の育成と，教職員の

資質の向上を図り，指導内容

の充実に努めます。 

教職員のさらなる授業力向

上や幼小中の連携及び家庭

との連携に努め，幼児・児童・

生徒の学びに対する意欲や

態度を育成していきます。 

教育指導課 
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施策２ 地域における子どもの生涯学習の振興 

現状と課題 

生涯学習は，子どもの人格形成を育む上で重要な役割を果たしています。各家庭の子育て力を

向上することにより，青少年の健全な育成が促進されます。本市では，図書館等で家庭教育に関

する事業を実施していますが，今後も社会全体で家庭教育を支援していく必要があります。 

施策の方向性 

子どもたちが心身ともに健やかに成長できるよう，幼児期・学童期のそれぞれの時期に応じ

て，保健，医療，福祉，教育などの各分野が連携した総合的な学習体制を整備することにより，

子どもの育成と併せて各家庭の子育て力の向上を図ります。 

№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

２７ 

ブックスタート事

業（乳幼児に絵本

を！） 

＜継続＞ 

3～4 か月児健診時の支援事

業として，赤ちゃんとその保

護者向けに，絵本の入ったブ

ックスタートパックを手渡

し，赤ちゃんとその保護者

が，絵本を介してコミュニケ

ーションをとることを応援

していきます。 

3～4 か月児健診時に来られ

なかった方へ，ブックスター

トパックを手渡す方法を検

討していきます。

また，ブックスタートからの

フォローアップとして 0～2

歳児向けおはなし会を継続

していきます。

生涯学習課

（図書館） 

２８ 

小中学生の乳幼児

とのふれあい事業 

＜継続＞ 

幼稚園，保育所，学校が連携

し，子育てボランティアの協

力を得ながら，小中学生が乳

幼児とふれあえる機会と，自

分より小さな子どもの世話

をする機会を充実させてい

きます。 

体験学習をスムーズに受け

入れられるよう，各幼児教育

施設に対する情報提供をす

るとともに，学校と関係各課

の連携により，体験学習の具

体的な取り組みについて協

議していきます。 

こども課 

教育指導課 

２９ 
体験活動事業 

＜継続＞ 

幼稚園・保育所の年長児の農

業体験や，小中学生の職場体

験，宿泊体験等の社会学習機

会の充実に努めていきます。 

体験活動が可能な施設の紹

介等，体験事業を推進する取

り組みを継続していきます。 

教育指導課 

３０ 

親子でたのしむ読

書活動の推進 

＜継続＞ 

読み聞かせ会や読書相談，ボ

ランティアによる小学校で

の読み聞かせ訪問活動を通

して，子どもの頃からの読書

体験を推進していきます。

おはなし会だけでなく，子ど

もが本を手にするきっかけ

づくりとしての事業（科学あ

そび等）を引き続き実施して

いきます。 

生涯学習課

（図書館） 

基本施策３ 地域における子どもの生涯学習の振興 

施策の具体的な取り組み 
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№ 事業 事業内容 今後の取り組み 所管 

３１ 

地域スポーツ活動

の推進 

＜継続＞ 

体育協会やスポーツ少年団

活動などの支援をし，自主

的，主体的にスポーツを通じ

て健康な体を養い，仲間づく

りや自分の持つ能力の発揮

などができるように努めて

いきます。また，多世代の市

民がそれぞれの体力や年齢，

興味，目的に応じた地域スポ

ーツ活動を一緒にできるよ

う総合型地域スポーツクラ

ブ「スポーツクラブみらい」

と連携を図りながらスポー

ツ活動を推進していきます。 

スポーツフェスティバル等

を通じ多世代がスポーツに

触れ合える機会を確保しま

す。また，スポーツクラブと

連携し，地域スポーツの充実

を図ります。

生涯学習課 

（スポーツ推進室）

３２ 
中学生出前講座 

＜継続＞ 

男女共同参画を推進してい

くには，一人でも多くの人に

正しく理解してもらい，意識

を持って行動してもらうこ

とが大切です。その一環とし

て，思考の柔軟な段階にある

中学生を対象に，男女共同参

画のあり方や取り組みを考

える機会として，中学校に赴

き講座を実施しています。 

今後も，男女共同参画社会実

現にむけて，各学校と協力し

ながら事業を継続して実施

していきます。 

地域推進課 
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